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総株式数　5,255,000株

自己株式 35,403株
0.7%

その他法人 95,900株
1.8%

金融商品取引業者
60,142株

1.1%

個人・その他 
4,523,855株 
86.1%

金融機関 3,900株
0.1%

外国法人等
535,800株
10.2%

所有者別株式分布状況（2012年9月30日現在）

発行可能株式総数…………………………… 19,000,000株
発行済株式総数………………………………… 5,255,000株
株 主 数 ……………………………………………… 2,318名

株式状況（2012年9月30日現在）

経常利益 （単位：百万円） 当期純利益 （単位：百万円）売上高 （単位：百万円）

●事業年度
●定時株主総会
●基準日
●配当金受領株主確定日
●公告方法

●株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関
●同連絡先

毎年10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
毎年9月30日
9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.jorudan.co.jp/ir/
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL ： 0120-232-711（通話料無料）
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連結財務諸表ダイジェスト スマートフォン向け「乗換案内」のご紹介
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株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM Light（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・国際線のフライト情報検索
・スマートフォンの「乗換案内NEXT」も利用可能

スマートフォン/タブレット端末向け
「乗換案内NEXT」

http://mb.jorudan.co.jp/

iPhone版「乗換案内」「乗換案内Plus」
iTunes Store及び、App Storeにて
App Store ＞ ナビゲーション ＞ 乗換案内、乗換案内Plus

Android版「乗換案内」「乗換案内Plus」
Google Playにて
アプリケーション > 交通 > 無料アプリケーション > 乗換案内

> 有料アプリケーション > 乗換案内Plus

月額
210円
（税込）

無料

90日間
600円
（税込）

無料

90日間
630円
（税込）

無料

科 目 前連結会計年度
平成23年9月30日

当連結会計年度
平成24年9月30日

資産の部

　流動資産 3,102,863 3,810,859

　固定資産 1,278,186 970,820

　　有形固定資産 223,701 183,521

　　無形固定資産 279,801 330,972

　　投資その他の資産 774,682 456,325

　資産合計 4,381,049 4,781,679

負債の部

　流動負債 925,601 1,137,585

　固定負債 93,580 166,623

　負債合計 1,019,181 1,304,208

純資産の部

　純資産合計 3,361,867 3,477,471

　負債・純資産合計 4,381,049 4,781,679

科 目
前連結会計年度
自 平成22年10月1日
至 平成23年9月30日

当連結会計年度
自 平成23年10月1日
至 平成24年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 589,493 764,735

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 190,459 277,078

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 50,829 12,870

現金及び現金同等物の
期末残高 1,074,022 2,127,810

科 目
前連結会計年度
自 平成22年10月1日
至 平成23年9月30日

当連結会計年度
自 平成23年10月1日
至 平成24年9月30日

売上高 4,738,866 4,858,334

売上原価 2,201,471 2,352,678

　売上総利益 2,537,394 2,505,655

返品調整引当金戻入額 4,823 3,283

返品調整引当金繰入額 3,283 1,470

　差引売上総利益 2,538,934 2,507,468

販売費及び一般管理費 1,896,016 1,944,986

　営業利益 642,918 562,482

営業外収益 13,140 16,475

営業外費用 4,324 7,740

　経常利益 651,734 571,217

特別利益 — 151,325

特別損失 49,913 230,240

　税金等調整前当期純利益 601,820 492,303

法人税等合計 270,483 332,149

　少数株主損益調整前
　当期純利益 331,337 160,153

少数株主利益 14,458 754

　当期純利益 316,879 159,399

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

連結貸借対照表 （単位：千円） 連結損益計算書 （単位：千円）

連結子会社（2012年9月30日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業
ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウェアの設計・開発
有限会社プロセス
事業内容：情報機器等のレンタル・リース
株式会社エキスプレス・コンテンツバンク
事業内容： コンテンツサービスの企画・制作・販売 
きぼうキャピタル株式会社
事業内容： 投資運用業
株式会社Doreicu
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援
Jorudan Transit Directory, Inc.
事業内容：ソフトウェア・コンテンツの企画・開発
株式会社グルメぴあネットワーク
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援

商　号 ジョルダン株式会社
（Jorudan Co.,Ltd.）

本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結164名、単体104名

会社概要（2012年9月30日現在）
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乗換案内サービスへの膨大なアクセスが大きな強み。
スマートフォン時代に相応しい新たな価値を生み出します。

トップメッセージ　　 代表取締役社長　佐藤 俊和

スマートフォン対応のための開発・販売費用が
増加し増収減益に。

　国内の情報通信業界では、前期に引き続き、
フィーチャーフォン（従来型の携帯電話）からスマー
トフォンへという大きな構造変化が起こっています。
このような環境の中、当社グループの当期（2012
年9月期）の連結経営成績は、前期に引き続き増収
減益という結果となりました。
　主力の乗換案内事業では、スマートフォン向けの
有料サービス「乗換案内NEXT」「乗換案内Plus」
の会員獲得は順調に進んでいるものの、フィー
チャーフォン向けサービスの会員減が響きました。
法人向け製品や旅行関連事業の増収によって当事業
全体の売上高は微増となりましたが、営業利益は新
サービスの開発費などが増加した結果、わずかに減
少しました。
　来期の連結業績については、減収増益と予想して
います。11.5%の減収を見込む最大の要因は、連
結子会社であった株式会社エキスプレス・コンテン
ツバンクの一部株式を同社役員が代表を務める会社
に譲渡し、同社が連結対象から外れることによるも
のです。この影響を除くと、実質的にはほぼ当期並
みになると捉えています。

月間1億9,000万回のアクセスが最大の武器。
乗換案内はさらに進化します。
　スマートフォン時代を迎え、モバイルコンテンツ
産業のビジネスモデルは大きく変わりつつあります。
ネットワーク上でやりとりされる膨大な「ビッグデー
タ」を集め、それをいかに有効に活用できるかが、
各社の命運を握るようになっていくでしょう。当社グ
ループには月間1億9,000万回にものぼる乗換案内
サービスへのアクセスによって、極めて価値の高い
情報が自然と集まってきます。この情報を分析、解
析したり、あるいはさらに他のデータと結びつけた

りすることによって、まったく新しい価値を創造して
いくことが、今後の当社グループの基本戦略となっ
てくるでしょう。
　乗換案内事業については、これまでのような「出
発地から目的地へ」という「Point to Point」の案
内ではなく、「今いる場所から何ができるか」という

「From Here」の案内を志向していきます。この戦
略の一環として、9月に株式会社グルメぴあネット
ワークを子会社化しました。同社が保有する飲食店
情報は、我々の乗換案内サービスとの親和性が非
常に高いと判断しました。それに先立つ6月には株
式会社電通と合弁会社を設立しており、食やファッシ
ョン、美容などの情報を提供するスマートフォン向け
サービスの運営に乗り出しています。こうした取り組
みを通じて、より充実したコンテンツを整備していく
ことで、より多くのユーザーを獲得し、媒体として
の強さに磨きをかけていきます。

モバイルコンテンツ業界はまさに大変革期。
新時代への対応を急ぎます。
　当社グループは必要な内部留保を確保しつつ、あ
る程度配当の継続性・安定性を考慮した上で、経営
成績に応じた配当を実施させていただくことを基本
方針としています。この方針に基づき、当期の配当
金は前年と同額の1株当たり8円とさせていただきま
した。来期についても引き続き8円とさせていただ
く計画です。
　携帯電話出荷台数の約70%をスマートフォンが
占めるなど、モバイルコンテンツ業界は大きな変
革期を迎えています。当社グループもこの新たな
時代に向けた体制整備やコンテンツの開発などに
懸命に取り組んでおり、「乗換案内」を核としたユ
ニークな媒体として、その存在感をますます強めて
まいる所存です。
　株主の皆様には今後ともご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願い申し上げます。

スマートフォン向け「乗換案内NEXT」を強化
　スマートフォン向けのWEBサービス「乗換案内NEXT」については、NTT
ドコモがスマートフォン向けに提供するポータルサイト「dメニュー」に対応し、
支払や従来の携帯電話でのサービスからの引き継ぎも簡単になりました。ま
た、その他の通信キャリアでの支払や各種決済手段への対応を行いました。
　機能面でも、デザインのリニューアルや利用者毎の最適化、バス情報の強
化、投稿型運行状況「ジョルダンライブ!」の情報追加等を進めてまいりまし
た。その他、スマートフォン向け無料版の提供も開始しました。
　引き続き、スマートフォン向け「乗換案内NEXT」の強化に努めてまいります。

スマートフォン向け「乗換案内」の
　 利用者数増加
　スマートフォン向けの「乗換案内」としては、WEBサー
ビス「乗換案内NEXT」、iPhone・Android向けアプリケー
ション「乗換案内」「乗換案内Plus」を提供しています。
　当期はこれらの利用者数増加に努め、実際に成果も
出てきています。引き続き更なる利用者の獲得に努めて
いきます。

イーツアー株式会社を子会社化

株式会社Doreicu（ドレイク）（子会社）を設立・「JOGIN（ジョグイン）」を提供開始

株式会社グルメぴあネットワークを子会社化

　O2O（オンラインtoオフライン：インターネットで情報提供して実際の店
舗等に誘導する）ビジネスの展開に向け、株式会社電通との合弁により
Doreicuを新規設立いたしました。経路検索に止まらない「From Here」の
コンテンツ充実を目指すものです。
　その後、実際のサービスとして「JOGIN」の提供を開始しました。これは、
店舗・施設情報との接触から来店・注文までのワンストップナビゲーションを
コンセプトとし、スマートフォン向けアプリケーション「乗換案内」を入口とし
て最後は行き方まで案内するものです。雑誌のようなイメージで、写真を大
きく使い、読みたくなる記事を提供することを意識しています。
　今後は更に内容を充実させ、店舗・施設への誘導等による収益獲得に努め
ていきます。

　飲食店情報サービスとその周辺領域における情報提供を主力事業とするグ
ルメぴあネットワークの株式を取得し、子会社化いたしました。
　飲食店情報について更に充実したサービスを創出することができること、

「乗換案内」と飲食店情報の有機的な連動により新たなサービスを市場に投
入できる可能性があること等を事業シナジーとして期待しています。また、「乗
換案内」の非常に大きな利用者数基盤をグルメぴあネットワークの飲食店や
法人顧客のネットワークを活かして収益化することで、大きな相乗効果を創
出できるものと考えています。
　「移動のすべてをサポートする」ことを目指し、コンテンツの充実と収益源
の獲得を図ってまいります。

米国にJorudan Transit Directory, Inc.（子会社）を設立
　新たな技術や業界の情報収集、新しいアプリケーション・サービスの開発、現地向け「乗換案内」の提供等を目的に、米国に現地
法人を新設いたしました。
　スマートフォンの急速な普及による事業環境の変化、特に端末やプラットフォームが世界標準化されていくことは、その上で展開される
アプリケーションやサービスにも影響を与えています。その中で当社グループは、グローバルな視点での事業展開を更に進めていきます。

英語版「乗換案内」を提供開始
　iPhone等に対応した経路検索アプリケーション「Japan Transit Planner 

“Norikae Annai”」の提供を開始いたしました。これは、日本国内向け経路
検索アプリケーション「乗換案内」の英語版です。出発地・目的地・日付・
時間を設定することで、最適な経路・運賃が計算できる他、時刻表の表示に
も対応しています。

「換乗指南」（上海版「乗換案内」）を提供開始
　新たに関連会社となった納威辟（上海）軟件開發有限公司では、「換乗指南」

（現地の方向けの上海版「乗換案内」）をスマートフォン向けに提供開始いた
しました。サポート範囲は、地下鉄・空港アクセスリニア・中国鉄道（上海を
起点とする高速鉄道・特急・快速・普通電車）です。
　今後は、日本語表示への対応を進め、日本人の観光客・現地駐在員の
方々にも便利にご利用いただけるようにしていきます。

  「海外地下鉄案内」を提供開始
　PC・スマートフォン向けに海外渡航者向け経路検索サービス「海外地下鉄
案内」の提供を開始いたしました。出発地・目的地を設定するだけで、海外
主要都市の地下鉄の経路を手軽に検索することができるサービスです。PC
向けでは、経路検索だけでなく、為替情報や天気情報、各国都市に関連する
ニュース等の旅のお役立ちコンテンツを提供しています。スマートフォン向け
では、現在地・スポットの最寄駅を調べて経路を検索することができます。

経路検索に止まらず旅行予約・販売まで

「From Here」（今いる場所から）のコンテンツ充実を目指して

スマートフォン対応を引き続き実施

●スマートフォン向け「乗換案内」の利用者数

10月
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海外展開を加速・乗換案内は世界へ

　インターネットによる旅行商品の販売と、国内・海外旅行に関する情報提
供を主力事業とするイーツアーの株式を取得し、子会社化いたしました。
当社グループにおいて以前から行っている旅行関連の事業について事業展開
を加速できることや、旅行関連の新たなサービスを市場に投入できる可能性
があること等を事業シナジーとして期待しています。また「乗換案内」のトラ
フィックをイーツアーの有する商品力やインターネットでの旅行商品の販売シ
ステムを活かして収益化することで、更なる相乗効果を創出できるものと考
えています。
　「移動に関するNo.1情報プロバイダー」を目標に、経路検索に止まらず
旅行予約・販売までのサービス提供を進めていきます。

検索数

会員数
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株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM Light（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・国際線のフライト情報検索
・スマートフォンの「乗換案内NEXT」も利用可能

スマートフォン/タブレット端末向け
「乗換案内NEXT」

http://mb.jorudan.co.jp/

iPhone版「乗換案内」「乗換案内Plus」
iTunes Store及び、App Storeにて
App Store ＞ ナビゲーション ＞ 乗換案内、乗換案内Plus

Android版「乗換案内」「乗換案内Plus」
Google Playにて
アプリケーション > 交通 > 無料アプリケーション > 乗換案内

> 有料アプリケーション > 乗換案内Plus

月額
210円
（税込）

無料

90日間
600円
（税込）

無料

90日間
630円
（税込）

無料

科 目 前連結会計年度
平成23年9月30日

当連結会計年度
平成24年9月30日

資産の部

　流動資産 3,102,863 3,810,859

　固定資産 1,278,186 970,820

　　有形固定資産 223,701 183,521

　　無形固定資産 279,801 330,972

　　投資その他の資産 774,682 456,325

　資産合計 4,381,049 4,781,679

負債の部

　流動負債 925,601 1,137,585

　固定負債 93,580 166,623

　負債合計 1,019,181 1,304,208

純資産の部

　純資産合計 3,361,867 3,477,471

　負債・純資産合計 4,381,049 4,781,679

科 目
前連結会計年度
自 平成22年10月1日
至 平成23年9月30日

当連結会計年度
自 平成23年10月1日
至 平成24年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 589,493 764,735

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 190,459 277,078

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 50,829 12,870

現金及び現金同等物の
期末残高 1,074,022 2,127,810

科 目
前連結会計年度
自 平成22年10月1日
至 平成23年9月30日

当連結会計年度
自 平成23年10月1日
至 平成24年9月30日

売上高 4,738,866 4,858,334

売上原価 2,201,471 2,352,678

　売上総利益 2,537,394 2,505,655

返品調整引当金戻入額 4,823 3,283

返品調整引当金繰入額 3,283 1,470

　差引売上総利益 2,538,934 2,507,468

販売費及び一般管理費 1,896,016 1,944,986

　営業利益 642,918 562,482

営業外収益 13,140 16,475

営業外費用 4,324 7,740

　経常利益 651,734 571,217

特別利益 — 151,325

特別損失 49,913 230,240

　税金等調整前当期純利益 601,820 492,303

法人税等合計 270,483 332,149

　少数株主損益調整前
　当期純利益 331,337 160,153

少数株主利益 14,458 754

　当期純利益 316,879 159,399

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

連結貸借対照表 （単位：千円） 連結損益計算書 （単位：千円）

連結子会社（2012年9月30日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業
ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウェアの設計・開発
有限会社プロセス
事業内容：情報機器等のレンタル・リース
株式会社エキスプレス・コンテンツバンク
事業内容： コンテンツサービスの企画・制作・販売 
きぼうキャピタル株式会社
事業内容： 投資運用業
株式会社Doreicu
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援
Jorudan Transit Directory, Inc.
事業内容：ソフトウェア・コンテンツの企画・開発
株式会社グルメぴあネットワーク
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援

商　号 ジョルダン株式会社
（Jorudan Co.,Ltd.）

本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結164名、単体104名

会社概要（2012年9月30日現在）
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乗換案内サービスへの膨大なアクセスが大きな強み。
スマートフォン時代に相応しい新たな価値を生み出します。

トップメッセージ　　 代表取締役社長　佐藤 俊和

スマートフォン対応のための開発・販売費用が
増加し増収減益に。

　国内の情報通信業界では、前期に引き続き、
フィーチャーフォン（従来型の携帯電話）からスマー
トフォンへという大きな構造変化が起こっています。
このような環境の中、当社グループの当期（2012
年9月期）の連結経営成績は、前期に引き続き増収
減益という結果となりました。
　主力の乗換案内事業では、スマートフォン向けの
有料サービス「乗換案内NEXT」「乗換案内Plus」
の会員獲得は順調に進んでいるものの、フィー
チャーフォン向けサービスの会員減が響きました。
法人向け製品や旅行関連事業の増収によって当事業
全体の売上高は微増となりましたが、営業利益は新
サービスの開発費などが増加した結果、わずかに減
少しました。
　来期の連結業績については、減収増益と予想して
います。11.5%の減収を見込む最大の要因は、連
結子会社であった株式会社エキスプレス・コンテン
ツバンクの一部株式を同社役員が代表を務める会社
に譲渡し、同社が連結対象から外れることによるも
のです。この影響を除くと、実質的にはほぼ当期並
みになると捉えています。

月間1億9,000万回のアクセスが最大の武器。
乗換案内はさらに進化します。
　スマートフォン時代を迎え、モバイルコンテンツ
産業のビジネスモデルは大きく変わりつつあります。
ネットワーク上でやりとりされる膨大な「ビッグデー
タ」を集め、それをいかに有効に活用できるかが、
各社の命運を握るようになっていくでしょう。当社グ
ループには月間1億9,000万回にものぼる乗換案内
サービスへのアクセスによって、極めて価値の高い
情報が自然と集まってきます。この情報を分析、解
析したり、あるいはさらに他のデータと結びつけた

りすることによって、まったく新しい価値を創造して
いくことが、今後の当社グループの基本戦略となっ
てくるでしょう。
　乗換案内事業については、これまでのような「出
発地から目的地へ」という「Point to Point」の案
内ではなく、「今いる場所から何ができるか」という

「From Here」の案内を志向していきます。この戦
略の一環として、9月に株式会社グルメぴあネット
ワークを子会社化しました。同社が保有する飲食店
情報は、我々の乗換案内サービスとの親和性が非
常に高いと判断しました。それに先立つ6月には株
式会社電通と合弁会社を設立しており、食やファッシ
ョン、美容などの情報を提供するスマートフォン向け
サービスの運営に乗り出しています。こうした取り組
みを通じて、より充実したコンテンツを整備していく
ことで、より多くのユーザーを獲得し、媒体として
の強さに磨きをかけていきます。

モバイルコンテンツ業界はまさに大変革期。
新時代への対応を急ぎます。
　当社グループは必要な内部留保を確保しつつ、あ
る程度配当の継続性・安定性を考慮した上で、経営
成績に応じた配当を実施させていただくことを基本
方針としています。この方針に基づき、当期の配当
金は前年と同額の1株当たり8円とさせていただきま
した。来期についても引き続き8円とさせていただ
く計画です。
　携帯電話出荷台数の約70%をスマートフォンが
占めるなど、モバイルコンテンツ業界は大きな変
革期を迎えています。当社グループもこの新たな
時代に向けた体制整備やコンテンツの開発などに
懸命に取り組んでおり、「乗換案内」を核としたユ
ニークな媒体として、その存在感をますます強めて
まいる所存です。
　株主の皆様には今後ともご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願い申し上げます。

スマートフォン向け「乗換案内NEXT」を強化
　スマートフォン向けのWEBサービス「乗換案内NEXT」については、NTT
ドコモがスマートフォン向けに提供するポータルサイト「dメニュー」に対応し、
支払や従来の携帯電話でのサービスからの引き継ぎも簡単になりました。ま
た、その他の通信キャリアでの支払や各種決済手段への対応を行いました。
　機能面でも、デザインのリニューアルや利用者毎の最適化、バス情報の強
化、投稿型運行状況「ジョルダンライブ!」の情報追加等を進めてまいりまし
た。その他、スマートフォン向け無料版の提供も開始しました。
　引き続き、スマートフォン向け「乗換案内NEXT」の強化に努めてまいります。

スマートフォン向け「乗換案内」の
　 利用者数増加
　スマートフォン向けの「乗換案内」としては、WEBサー
ビス「乗換案内NEXT」、iPhone・Android向けアプリケー
ション「乗換案内」「乗換案内Plus」を提供しています。
　当期はこれらの利用者数増加に努め、実際に成果も
出てきています。引き続き更なる利用者の獲得に努めて
いきます。

イーツアー株式会社を子会社化

株式会社Doreicu（ドレイク）（子会社）を設立・「JOGIN（ジョグイン）」を提供開始

株式会社グルメぴあネットワークを子会社化

　O2O（オンラインtoオフライン：インターネットで情報提供して実際の店
舗等に誘導する）ビジネスの展開に向け、株式会社電通との合弁により
Doreicuを新規設立いたしました。経路検索に止まらない「From Here」の
コンテンツ充実を目指すものです。
　その後、実際のサービスとして「JOGIN」の提供を開始しました。これは、
店舗・施設情報との接触から来店・注文までのワンストップナビゲーションを
コンセプトとし、スマートフォン向けアプリケーション「乗換案内」を入口とし
て最後は行き方まで案内するものです。雑誌のようなイメージで、写真を大
きく使い、読みたくなる記事を提供することを意識しています。
　今後は更に内容を充実させ、店舗・施設への誘導等による収益獲得に努め
ていきます。

　飲食店情報サービスとその周辺領域における情報提供を主力事業とするグ
ルメぴあネットワークの株式を取得し、子会社化いたしました。
　飲食店情報について更に充実したサービスを創出することができること、

「乗換案内」と飲食店情報の有機的な連動により新たなサービスを市場に投
入できる可能性があること等を事業シナジーとして期待しています。また、「乗
換案内」の非常に大きな利用者数基盤をグルメぴあネットワークの飲食店や
法人顧客のネットワークを活かして収益化することで、大きな相乗効果を創
出できるものと考えています。
　「移動のすべてをサポートする」ことを目指し、コンテンツの充実と収益源
の獲得を図ってまいります。

米国にJorudan Transit Directory, Inc.（子会社）を設立
　新たな技術や業界の情報収集、新しいアプリケーション・サービスの開発、現地向け「乗換案内」の提供等を目的に、米国に現地
法人を新設いたしました。
　スマートフォンの急速な普及による事業環境の変化、特に端末やプラットフォームが世界標準化されていくことは、その上で展開される
アプリケーションやサービスにも影響を与えています。その中で当社グループは、グローバルな視点での事業展開を更に進めていきます。

英語版「乗換案内」を提供開始
　iPhone等に対応した経路検索アプリケーション「Japan Transit Planner 

“Norikae Annai”」の提供を開始いたしました。これは、日本国内向け経路
検索アプリケーション「乗換案内」の英語版です。出発地・目的地・日付・
時間を設定することで、最適な経路・運賃が計算できる他、時刻表の表示に
も対応しています。

「換乗指南」（上海版「乗換案内」）を提供開始
　新たに関連会社となった納威辟（上海）軟件開發有限公司では、「換乗指南」

（現地の方向けの上海版「乗換案内」）をスマートフォン向けに提供開始いた
しました。サポート範囲は、地下鉄・空港アクセスリニア・中国鉄道（上海を
起点とする高速鉄道・特急・快速・普通電車）です。
　今後は、日本語表示への対応を進め、日本人の観光客・現地駐在員の
方々にも便利にご利用いただけるようにしていきます。

  「海外地下鉄案内」を提供開始
　PC・スマートフォン向けに海外渡航者向け経路検索サービス「海外地下鉄
案内」の提供を開始いたしました。出発地・目的地を設定するだけで、海外
主要都市の地下鉄の経路を手軽に検索することができるサービスです。PC
向けでは、経路検索だけでなく、為替情報や天気情報、各国都市に関連する
ニュース等の旅のお役立ちコンテンツを提供しています。スマートフォン向け
では、現在地・スポットの最寄駅を調べて経路を検索することができます。

経路検索に止まらず旅行予約・販売まで

「From Here」（今いる場所から）のコンテンツ充実を目指して

スマートフォン対応を引き続き実施

●スマートフォン向け「乗換案内」の利用者数
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海外展開を加速・乗換案内は世界へ

　インターネットによる旅行商品の販売と、国内・海外旅行に関する情報提
供を主力事業とするイーツアーの株式を取得し、子会社化いたしました。
当社グループにおいて以前から行っている旅行関連の事業について事業展開
を加速できることや、旅行関連の新たなサービスを市場に投入できる可能性
があること等を事業シナジーとして期待しています。また「乗換案内」のトラ
フィックをイーツアーの有する商品力やインターネットでの旅行商品の販売シ
ステムを活かして収益化することで、更なる相乗効果を創出できるものと考
えています。
　「移動に関するNo.1情報プロバイダー」を目標に、経路検索に止まらず
旅行予約・販売までのサービス提供を進めていきます。

検索数

会員数
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　携帯電話出荷台数の約70%をスマートフォンが
占めるなど、モバイルコンテンツ業界は大きな変
革期を迎えています。当社グループもこの新たな
時代に向けた体制整備やコンテンツの開発などに
懸命に取り組んでおり、「乗換案内」を核としたユ
ニークな媒体として、その存在感をますます強めて
まいる所存です。
　株主の皆様には今後ともご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願い申し上げます。

スマートフォン向け「乗換案内NEXT」を強化
　スマートフォン向けのWEBサービス「乗換案内NEXT」については、NTT
ドコモがスマートフォン向けに提供するポータルサイト「dメニュー」に対応し、
支払や従来の携帯電話でのサービスからの引き継ぎも簡単になりました。ま
た、その他の通信キャリアでの支払や各種決済手段への対応を行いました。
　機能面でも、デザインのリニューアルや利用者毎の最適化、バス情報の強
化、投稿型運行状況「ジョルダンライブ!」の情報追加等を進めてまいりまし
た。その他、スマートフォン向け無料版の提供も開始しました。
　引き続き、スマートフォン向け「乗換案内NEXT」の強化に努めてまいります。

スマートフォン向け「乗換案内」の
　 利用者数増加
　スマートフォン向けの「乗換案内」としては、WEBサー
ビス「乗換案内NEXT」、iPhone・Android向けアプリケー
ション「乗換案内」「乗換案内Plus」を提供しています。
　当期はこれらの利用者数増加に努め、実際に成果も
出てきています。引き続き更なる利用者の獲得に努めて
いきます。

イーツアー株式会社を子会社化

株式会社Doreicu（ドレイク）（子会社）を設立・「JOGIN（ジョグイン）」を提供開始

株式会社グルメぴあネットワークを子会社化

　O2O（オンラインtoオフライン：インターネットで情報提供して実際の店
舗等に誘導する）ビジネスの展開に向け、株式会社電通との合弁により
Doreicuを新規設立いたしました。経路検索に止まらない「From Here」の
コンテンツ充実を目指すものです。
　その後、実際のサービスとして「JOGIN」の提供を開始しました。これは、
店舗・施設情報との接触から来店・注文までのワンストップナビゲーションを
コンセプトとし、スマートフォン向けアプリケーション「乗換案内」を入口とし
て最後は行き方まで案内するものです。雑誌のようなイメージで、写真を大
きく使い、読みたくなる記事を提供することを意識しています。
　今後は更に内容を充実させ、店舗・施設への誘導等による収益獲得に努め
ていきます。

　飲食店情報サービスとその周辺領域における情報提供を主力事業とするグ
ルメぴあネットワークの株式を取得し、子会社化いたしました。
　飲食店情報について更に充実したサービスを創出することができること、

「乗換案内」と飲食店情報の有機的な連動により新たなサービスを市場に投
入できる可能性があること等を事業シナジーとして期待しています。また、「乗
換案内」の非常に大きな利用者数基盤をグルメぴあネットワークの飲食店や
法人顧客のネットワークを活かして収益化することで、大きな相乗効果を創
出できるものと考えています。
　「移動のすべてをサポートする」ことを目指し、コンテンツの充実と収益源
の獲得を図ってまいります。

米国にJorudan Transit Directory, Inc.（子会社）を設立
　新たな技術や業界の情報収集、新しいアプリケーション・サービスの開発、現地向け「乗換案内」の提供等を目的に、米国に現地
法人を新設いたしました。
　スマートフォンの急速な普及による事業環境の変化、特に端末やプラットフォームが世界標準化されていくことは、その上で展開される
アプリケーションやサービスにも影響を与えています。その中で当社グループは、グローバルな視点での事業展開を更に進めていきます。

英語版「乗換案内」を提供開始
　iPhone等に対応した経路検索アプリケーション「Japan Transit Planner 

“Norikae Annai”」の提供を開始いたしました。これは、日本国内向け経路
検索アプリケーション「乗換案内」の英語版です。出発地・目的地・日付・
時間を設定することで、最適な経路・運賃が計算できる他、時刻表の表示に
も対応しています。

「換乗指南」（上海版「乗換案内」）を提供開始
　新たに関連会社となった納威辟（上海）軟件開發有限公司では、「換乗指南」

（現地の方向けの上海版「乗換案内」）をスマートフォン向けに提供開始いた
しました。サポート範囲は、地下鉄・空港アクセスリニア・中国鉄道（上海を
起点とする高速鉄道・特急・快速・普通電車）です。
　今後は、日本語表示への対応を進め、日本人の観光客・現地駐在員の
方々にも便利にご利用いただけるようにしていきます。

  「海外地下鉄案内」を提供開始
　PC・スマートフォン向けに海外渡航者向け経路検索サービス「海外地下鉄
案内」の提供を開始いたしました。出発地・目的地を設定するだけで、海外
主要都市の地下鉄の経路を手軽に検索することができるサービスです。PC
向けでは、経路検索だけでなく、為替情報や天気情報、各国都市に関連する
ニュース等の旅のお役立ちコンテンツを提供しています。スマートフォン向け
では、現在地・スポットの最寄駅を調べて経路を検索することができます。

経路検索に止まらず旅行予約・販売まで

「From Here」（今いる場所から）のコンテンツ充実を目指して

スマートフォン対応を引き続き実施

●スマートフォン向け「乗換案内」の利用者数
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海外展開を加速・乗換案内は世界へ

　インターネットによる旅行商品の販売と、国内・海外旅行に関する情報提
供を主力事業とするイーツアーの株式を取得し、子会社化いたしました。
当社グループにおいて以前から行っている旅行関連の事業について事業展開
を加速できることや、旅行関連の新たなサービスを市場に投入できる可能性
があること等を事業シナジーとして期待しています。また「乗換案内」のトラ
フィックをイーツアーの有する商品力やインターネットでの旅行商品の販売シ
ステムを活かして収益化することで、更なる相乗効果を創出できるものと考
えています。
　「移動に関するNo.1情報プロバイダー」を目標に、経路検索に止まらず
旅行予約・販売までのサービス提供を進めていきます。

検索数

会員数
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総株式数　5,255,000株

自己株式 35,403株
0.7%

その他法人 95,900株
1.8%

金融商品取引業者
60,142株

1.1%

個人・その他 
4,523,855株 
86.1%

金融機関 3,900株
0.1%

外国法人等
535,800株
10.2%

所有者別株式分布状況（2012年9月30日現在）

発行可能株式総数…………………………… 19,000,000株
発行済株式総数………………………………… 5,255,000株
株 主 数 ……………………………………………… 2,318名

株式状況（2012年9月30日現在）

経常利益 （単位：百万円） 当期純利益 （単位：百万円）売上高 （単位：百万円）

●事業年度
●定時株主総会
●基準日
●配当金受領株主確定日
●公告方法

●株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関
●同連絡先

毎年10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
毎年9月30日
9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.jorudan.co.jp/ir/
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL ： 0120-232-711（通話料無料）

株主メモ
683

651

571

2010年
9月期

2011年
9月期

2012年
9月期

357

316

159

2010年
9月期

2011年
9月期

2012年
9月期

連結財務諸表ダイジェスト スマートフォン向け「乗換案内」のご紹介

4,569 4,738 4,858

2010年
9月期

2011年
9月期

2012年
9月期

株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM Light（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・国際線のフライト情報検索
・スマートフォンの「乗換案内NEXT」も利用可能

スマートフォン/タブレット端末向け
「乗換案内NEXT」

http://mb.jorudan.co.jp/

iPhone版「乗換案内」「乗換案内Plus」
iTunes Store及び、App Storeにて
App Store ＞ ナビゲーション ＞ 乗換案内、乗換案内Plus

Android版「乗換案内」「乗換案内Plus」
Google Playにて
アプリケーション > 交通 > 無料アプリケーション > 乗換案内

> 有料アプリケーション > 乗換案内Plus

月額
210円
（税込）

無料

90日間
600円
（税込）

無料

90日間
630円
（税込）

無料

科 目 前連結会計年度
平成23年9月30日

当連結会計年度
平成24年9月30日

資産の部

　流動資産 3,102,863 3,810,859

　固定資産 1,278,186 970,820

　　有形固定資産 223,701 183,521

　　無形固定資産 279,801 330,972

　　投資その他の資産 774,682 456,325

　資産合計 4,381,049 4,781,679

負債の部

　流動負債 925,601 1,137,585

　固定負債 93,580 166,623

　負債合計 1,019,181 1,304,208

純資産の部

　純資産合計 3,361,867 3,477,471

　負債・純資産合計 4,381,049 4,781,679

科 目
前連結会計年度
自 平成22年10月1日
至 平成23年9月30日

当連結会計年度
自 平成23年10月1日
至 平成24年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 589,493 764,735

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 190,459 277,078

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 50,829 12,870

現金及び現金同等物の
期末残高 1,074,022 2,127,810

科 目
前連結会計年度
自 平成22年10月1日
至 平成23年9月30日

当連結会計年度
自 平成23年10月1日
至 平成24年9月30日

売上高 4,738,866 4,858,334

売上原価 2,201,471 2,352,678

　売上総利益 2,537,394 2,505,655

返品調整引当金戻入額 4,823 3,283

返品調整引当金繰入額 3,283 1,470

　差引売上総利益 2,538,934 2,507,468

販売費及び一般管理費 1,896,016 1,944,986

　営業利益 642,918 562,482

営業外収益 13,140 16,475

営業外費用 4,324 7,740

　経常利益 651,734 571,217

特別利益 — 151,325

特別損失 49,913 230,240

　税金等調整前当期純利益 601,820 492,303

法人税等合計 270,483 332,149

　少数株主損益調整前
　当期純利益 331,337 160,153

少数株主利益 14,458 754

　当期純利益 316,879 159,399

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

連結貸借対照表 （単位：千円） 連結損益計算書 （単位：千円）

連結子会社（2012年9月30日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業
ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウェアの設計・開発
有限会社プロセス
事業内容：情報機器等のレンタル・リース
株式会社エキスプレス・コンテンツバンク
事業内容： コンテンツサービスの企画・制作・販売 
きぼうキャピタル株式会社
事業内容： 投資運用業
株式会社Doreicu
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援
Jorudan Transit Directory, Inc.
事業内容：ソフトウェア・コンテンツの企画・開発
株式会社グルメぴあネットワーク
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援

商　号 ジョルダン株式会社
（Jorudan Co.,Ltd.）

本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結164名、単体104名

会社概要（2012年9月30日現在）
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